
国
連
の
女
性
の
地
位
向
上
へ
の
と
り
く
み

は
、
１
９
４
５
年
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
の
国

連
憲
章
の
調
印
と
と
も
に
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

調
印
し
た
５０
カ
国
の
代
表
の
う
ち
、
女
性
は
わ

ず
か
４
人
で
し
た
が
、
彼
女
た
ち
の
努
力
で
国

連
の
設
立
文
書
で
あ
る
憲
章
の
前
文
に
、
女
性

の
権
利
が
書
き
込
ま
れ
た
の
で
す
。
前
文
は
、

�
基
本
的
人
権
と
人
間
の
尊
厳
及
び
価
値
と
男

女
及
び
大
小
各
国
の
同
権
と
に
関
す
る
信
念
�

を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

１
９
４
６
年
２
月
ロ
ン
ド
ン
で
の
第
１
回
国

連
総
会
の
数
日
後
、
人
権
委
員
会
の
も
と
に
女

性
の
地
位
に
関
す
る
小
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
議
長
を
含
め
各
国
の
女
性
代
表

や
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
か
ら
の
、
独
立
し

た
委
員
会
で
あ
る
べ
き
と
の
要
請
に
、
小
委
員

会
は
同
年
６
月
２１
日
、
女
性
の
平
等
を
保
障
し

女
性
の
権
利
を
推
進
す
る
た
め
の
本
格
的
な
独

立
し
た
機
関
で
あ
る
女
性
の
地
位
委
員
会
（
Ｃ

Ｓ
Ｗ
）
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

女
性
の
法
的
地
位
の
確
保
か
ら

Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
第
１
回
会
合
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

レ
イ
ク
・
サ
ク
セ
ス
で
開
か
れ
、
出
席
し
た
政

府
代
表
１５
人
は
す
べ
て
女
性
で
し
た
。
Ｃ
Ｓ
Ｗ

は
誕
生
と
同
時
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
密
接
な
関
係

を
築
い
て
い
ま
す
。
第
１
回
会
合
で
い
く
つ
か

の
国
際
女
性
組
織
が
発
言
し
、
以
後
、
経
済
社

会
理
事
会
（
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
）
と
の
協
議
資
格

を
持
つ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
毎
年
の
会
合
に
招
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
１
９
５
０
年
代
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
に
参
加
す

る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
３０
か
ら
５０
に
増
え
ま
し
た
。
Ｃ
Ｓ

Ｗ
の
市
民
社
会
に
た
い
し
開
か
れ
た
立
場
は
現

在
ま
で
続
い
て
お
り
、
多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
提
言

が
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
合
意
文
書
や
国
連
決
議
に
反
映
さ

れ
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｓ
Ｗ
は
は
じ
め
、
女
性
の
人
権
を
守
る
た

め
の
法
的
措
置
と
世
界
中
の
女
性
た
ち
の
地
位

や
状
況
に
関
す
る
意
識
向
上
に
焦
点
を
当
て
て

い
ま
し
た
。
１
９
４
８
年
の
第
３
回
国
連
総
会

で
採
択
さ
れ
た
世
界
人
権
宣
言
に
男
女
平
等
を

明
記
す
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、�
人
�
を
あ
ら

わ
す
こ
と
ば
と
し
て
、
当
時
あ
た
り
ま
え
の
よ

う
に
使
わ
れ
て
い
たm

en

（
男
性
）
と
い
う

単
語
で
は
な
くhum

an
beings

な
ど
性
に
中

立
な
単
語
を
使
う
こ
と
を
主
張
、
こ
れ
が
実
現

し
た
こ
と
は
画
期
的
な
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

国
連
発
足
当
時
加
盟
国
５１
カ
国
の
う
ち
、
女
性

に
投
票
権
が
認
め
ら
れ
て
い
た
の
は
わ
ず
か
２５

カ
国
で
し
た
が
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
が
起
草
し
国
連
総
会

で
採
択
さ
れ
た
１
９
５
２
年
の
女
性
の
政
治
的

権
利
に
関
す
る
条
約
に
よ
り
、
女
性
の
参
政
権

が
世
界
中
に
確
立
し
て
い
き
ま
す
。

開
発
へ
の
女
性
の
参
加
、

世
界
女
性
会
議
開
催
へ

１
９
６
０
年
代
か
ら
１
９
７
０
年
代
、
か
つ

て
の
植
民
地
が
次
々
独
立
し
加
盟
国
が
劇
的
に

ふ
え
る
に
と
も
な
い
、
国
連
も
い
わ
ゆ
る
発
展

途
上
国
の
問
題
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
の
な
か
で
、
女
性
に
た
い
す
る
差
別
の

問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
り
ま
す
。
Ｃ
Ｓ
Ｗ
設
立

２５
周
年
を
記
し
て
、国
連
は
１
９
７
５
年
を�
平

女
性
セ
ミ
ナ
ー
（２０）

最
終
回

国
連
女
性
の
地
位
委
員
会
（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）

平
等
、
開
発
、
平
和
を
め
ざ
す
６０
年
の
活
動

新
婦
人
国
際
部
長

平
野

恵
美
子
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等
・
開
発
・
平
和
�
を
テ
ー
マ
に
国
際
女
性
年

と
し
、
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
で
第
１
回
世
界
女
性

会
議
を
開
き
ま
す
。
１
３
３
カ
国
の
政
府
代
表

と
６
０
０
０
人
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
集
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
採
択
さ
れ
た
�
国
際
女
性
年
の
目
標
を
実

行
す
る
た
め
の
世
界
行
動
計
画
�
の
実
施
を
検

討
す
る
た
め
に
、
国
連
は
１
９
７
６
年
か
ら
１

９
８
５
年
を
�
国
連
女
性
の
１０
年
�
に
設
定
、

第
２
回
（
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
１
９
８
０
年
）、第

３
回
（
ナ
イ
ロ
ビ
１
９
８
５
年
）
で
の
世
界
女

性
会
議
が
開
か
れ
ま
す
。

こ
の
時
期
の
も
っ
と
も
重
要
な
で
き
ご
と

は
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
の
発
効
で
す
。
１
９

６
３
年
に
Ｃ
Ｓ
Ｗ
が
草
案
を
作
成
、
国
連
内
外

の
意
見
も
取
り
入
れ
、
１
９
６
７
年
、
国
連
総

会
は
全
会
一
致
で
女
性
差
別
撤
廃
宣
言
を
採
択

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
宣
言
の
内
容
を
実
行
す

る
た
め
に
法
的
拘
束
力
を
持
つ
条
約
を
も
と
め

る
声
が
強
ま
り
、
１
９
７
９
年
、�
女
性
の
権

利
宣
言
�
と
も
称
さ
れ
る
�
女
性
に
た
い
す
る

あ
ら
ゆ
る
差
別
撤
廃
条
約
�
が
採
択
さ
れ
、
１

９
８
１
年
９
月
に
発
効
し
ま
し
た
。
２
０
０
７

年
１１
月
現
在
１
８
５
カ
国
が
批
准
し
て
い
ま

す
。
１
９
９
１
年
に
は
国
内
の
法
制
度
で
救
済

さ
れ
な
い
場
合
に
女
性
個
人
が
国
連
に
通
報
す

る
こ
と
を
可
能
に
す
る
選
択
議
定
書
が
採
択
さ

れ
、
現
在
８９
カ
国
が
批
准
。
女
性
差
別
撤
廃
条

約
は
、
各
国
政
府
へ
の
勧
告
や
、
一
般
的
勧
告

を
通
じ
て
、
憲
法
の
条
項
の
強
化
や
法
制
の
見

直
し
を
す
る
委
員
会
の
設
置
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
の
女
性
の
参
加
を
高
め
る
た
め
の
暫
定
的

な
特
別
措
置
の
整
備
な
ど
国
内
レ
ベ
ル
で
の
法

律
や
政
治
の
面
で
の
進
歩
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
ま
す
。

女
性
の
問
題
が
世
界
の
課
題
に

第
３
回
世
界
女
性
会
議
後
、
１
９
８
７
年
か

ら
Ｃ
Ｓ
Ｗ
は
２
年
に
１
度
の
定
期
会
合
を
毎
年

開
く
こ
と
に
し
、�
女
性
の
地
位
向
上
を
め
ざ

す
ナ
イ
ロ
ビ
将
来
戦
略
�
の
実
施
を
す
す
め
る

と
り
く
み
を
つ
よ
め
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
女

性
の
平
等
は
、
経
済
発
展
、
人
権
、
政
治
、
文

化
、
社
会
政
策
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
と
り
あ

げ
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

９０
年
代
は
、
開
発
と
人
権
の
課
題
で
重
要
な

国
際
会
議
が
い
く
つ
も
開
か
れ
ま
す
。
９２
年
の

環
境
開
発
会
議
、
９３
年
の
世
界
人
権
会
議
、
９４

年
の
国
際
人
口
開
発
会
議
、
９５
年
の
社
会
開
発

サ
ミ
ッ
ト
、
９６
年
の
世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト
な
ど

で
す
が
、
そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
女
性
の
声
を

反
映
さ
せ
る
努
力
が
は
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
９５
年
に
は
国
連
主
催
の
会
議
と
し
て
は

最
大
規
模
と
い
わ
れ
た
第
４
回
世
界
女
性
会
議

が
北
京
で
開
か
れ
、
１
８
９
カ
国
６
０
０
０
人

の
政
府
代
表
、
４
０
０
０
人
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
が

参
加
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
３
万
人
が
集
い

ま
し
た
。そ
の
後
、毎
年
の
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
会
合
で
、

北
京
会
議
で
採
択
さ
れ
た
北
京
宣
言
と
行
動
綱

領
の
実
施
を
検
討
し
あ
ら
た
な
課
題
も
明
ら
か

に
す
る
作
業
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
０

０
年
に
は
５
年
目
の
検
討
を
行
な
う
場
と
し

て
、第
２３
回
国
連
女
性
特
別
総
会（
開
会
式
写
真
）

が
開
か
れ
、
北
京
宣
言
と
行
動
綱
領
を
再
確
認

し
た
う
え
で
実
施
の
推
進
の
た
め
に
必
要
な
こ

と
を
決
め
た
�
成
果
文
書
�
を
採
択
、
２
０
０

５
年
の
�
北
京
＋
１０
�
を
経
て
現
在
も
、
Ｃ
Ｓ

Ｗ
で
の
議
論
や
合
意
を
通
じ
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
と
女
性
の
人
権
・
地
位
向
上
を
具
体
的
に
実

現
す
る
と
り
く
み
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ＣＳＷに関する詳細は、女性の地位向上
課ホームページへ
http://www.un.org/womenwatch/
daw/csw/
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